９　共同倉庫
共倒れの地方金融　　　この厚生社は、発企人も応募者も共倒れになったもようであるが、当時官倉にしてもその運営

機関　　　　　　　　は満足なものでなく、したがって厚生社のごとき、かよわい地方金融機関では、国立銀行の力に及ばず、納税義務者は米糓の実物を堆積していても、これを悷金するのに困難であった。また交通の不便もあって、当時としては大量の売買は行なわれず、金融はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こうそく),梗塞)するばかりで、その結果、米価は非常な下落をきたし、貢納の期が切迫しても、これを市場に廻す機会がない状態であった。そのため、中産以下の農民は非常な困惑におちいったのである。

秩序ある奨恵社倉　　　ここにおいて、地方の豪農有志は、相はかって官倉の一部を借り受けて共同倉庫を設け、抵当
庫業　　　　　　　　貸し付けの方法で金融の便をひらき、この困惑した状況を救済せんとしたのである。これが「奨恵社倉庫業」の始まりである。後には共同倉庫から農業倉庫に代り、倉庫の一部は上井駅前に移転し、為替規則から廻米規則などを立てて秩序ある活動を起こした。
　　　　　　　　　　　奨恵社のその後の推移や、具体的内容は省略するが、読者は「奨恵社５０年史」によって研究されたい。上の倉庫業の基礎をつくったのは、涌島長右ヱ門、尾崎文五郎をはじめとする、地方有力農民の力の結集であった。
　　　　　　　　　　　奨恵社は上の倉庫金融業のほかに、貧民救済、徴兵優待義会、戦歿者記念碑建立、橋津公園の造営、学資金貸与などの社会事業と、多方面の活動も継続した。

